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除染装置
廃棄物の保管管理について
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除染装置の廃棄物保管管理

１．貯蔵概要
・汚染水処理時に除染装置はセシウムを除去するためフェロシアン化遷

 移金属を使用している。
・セシウム除去により発生したスラッジは、プロセス主建屋地下の造粒固

 化体貯槽（D）内で管理している。

・除染装置、スラッジ貯蔵設備の設置・運営管理においては、長年
スラッジ管理経験を有するＡＲＥＶＡ社の経験・知見・ノウハウをもとに
実施している。

２．当社の認識
(1)ＡＲＥＶＡ社のスラッジ経験では、シアンガス（HCN）が発生し問題を生じ

 たことはないと聞いている。
(2)シアンガス（HCN）は文献調査等から高アルカリ、高温などの際に発生

 することが確認されているが、スラッジ生成時（貯蔵時）にｐＨを中性とす

 るとともに、温度は35℃未満で管理していること、また、排気装置とバブリ

 ング装置により、貯槽内での気体の滞留を避けていることから、適切な管

 理ができていると考えている。



水処理設備全体系統図
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除染装置及び貯槽概略系統図
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【参考】造粒固化体貯槽
 

温度状況

造粒固化体温度
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